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 主    題  （２０１０～２０１１ ） 

・ 国際協会会長  『Once More We Stand.「心新に立ち上がろう」』 
      藤井 寛敏（東日本区 東京江東クラブ） 
    スローガン 『Build a Bridge to the Future』 
          「明日《あす》への橋を架けよう」 

・ ｱｼﾞｱ地域会長 『Once More We Stand.｢心新に立ち上がろう｣』 
高田 一彦（東日本区 横浜クラブ） 

・ 西日本区理事 『飛翔たとう ワイズスピリットを胸に』 

｢Forward with Y’s men’s spirit in our hearts｣ 
仁科 保雄（京都キャピタル） 

    副  題 『Let’s meet challenge with calmness』 「泰然自若の精神で」 

・ 六甲部 部 長 『Show Y’s care, Sow the seed of Y’s』  
       安行 英文（さんだクラブ）  「ワイズの心を、ワイズの種をまこう」 

・ 西宮クラブ  会長  馬場 一郎   『交わりを大切に、クラブライフをエンジョイしよう』  
                   「Let’s enjoy our club life through friendship!」  
２０１０年９月 西日本区強調ポイント“ Menettes ” メネットが主導して楽しい例会を企画しましょう。 
日ごろ出席の少ないメネットにも呼び掛け参加してもらい親睦を深めましょう。 

坂本 千春 メネット事業主任 (大阪センテニアルクラブ) 
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クラブ主役員 
会  長 馬場 一郎 
直前会長   浅野 純一 
副 会 長 清水 彬久 
書  記 廣瀬 一雄 

書  記 阪根   新 
会  計 岩田 健司 
会  計 足立 康幸 
監   事 藤原 百合子
担当主事 三島 浩司 
六甲部監事 山口 政紀 
部広報主査 浅野 純一 
区次期交流 廣瀬 一雄 

２０１０年９月第１例会のご案内 

日時：２０１０年９月１７日（金）午後７時～  

場所：西宮YMCA保育園３F 

ドライバー 濵 浩一メン 丸山メン 

1. 開会点鐘         馬場会長 
2. ワイズソング        一同 
3. 聖句朗読 
4. ゲスト紹介         馬場会長 
5. 食前感謝 
6. 会食                  一同 
7. ゲストスピーチ       水野雄二総主事 
『神戸YMCA125周年、過去・現在・未来』
8. 誕生日のお祝い 
9. Y’sニュース・お知らせ  馬場会長 
10. YMCA報告        三島主事 
11. 閉会点鐘      馬場会長 

今 月 の 聖 句  
『主はあなたを苦しめ、飢えさせ、あなたも先祖も味わ

ったことのないマナを食べさせられた。人はパンだけで

生きるのではなく、人は主の口から出るすべての言葉に

よって生きることをあなたに知らせるためであった。』

                       申命記８章３節 
                   清水彬久メン 選 

８月 例会出席状況  在籍会員数 １９名 

第１例会(８．２０金)   第２例会（８．３火）

メ ン    １４名   メ ン     １０名 

メネット    ６名    メネット     ０名 

ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ １５名      ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ  ０名 

合計３５名 make-up１名    合計１０名  

    出席率７８．９％ 

 ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ         

         お誕生日おめでとうございます 

9/ 1 岩田健司メン        9/ 6  丸山美巴メネット 

9/17 宮地京子特別メネット  9/21 岡田佑一郎メン 

スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 締結 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 

ファンド・BFの累計 
                            8 月   累 計 
ニコニコ ファンド    2,000ｐ  7,927p 
Brotherhood Fund      0ｐ  5,400p 
使用済み切手         0 g         0g 
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会長メッセージ  
   馬場  一郎 会長 

 ８月例会を有意義に楽しく持てましたこと、 

感謝申し上げます。上内先生ががんばってくだ 

さって、いい準備をしてくださいました。賀川 

さんもはりきって参加いただきました。たくさ 

んのゲストをお招きし、メネット事業のアピー 

ルもしていただき、社会福祉法人イエス団とし 

ても感謝の意を伝えることができました。 

 こういう例会を続けていきたいなあ、いい交 

わりが持てるようにいろいろ考えてきたいと思 

います。ご参加いただいた皆さんありがとうご 

ざいました。一番の成功は、ビールがとっても 

おいしかったことですね。 

8月 例会 報 告 
   ドライバー 足立  康幸メン

 三島  浩司メン 
 ８月例会は、坂本千春メネット事業主任をは

じめ１５名のゲストをお迎えし、本年度４月オ

ープンされた賀川記念館にて開催しました。 

馬場会長の開会点鐘の後、坂本千春メネット事

業主任がメネット事業として「社会福祉法人イ

エス団」に車を寄贈されるとの事で主旨説明が

あり、メネット事業について、本年度の活動に

関する説明がありました。  

その後、賀川督明 賀川記念館 館長からの説

明のもと、賀川記念館のミュージアムを見学致

しました。 

 

又上内鏡子牧師よりカフェ事業(天国屋カ

フェ)についての経緯の説明がありました。 

 
 

天国屋カフェは賀川豊彦氏が今から１００

年前の１９１０年にこの地に開いた一膳飯天

国屋を現代において引き継ごうとオープンさ

れたそうです。皆様方のコミュニティスペー

スとしてご利用下さいとの事です。その後、

天国屋カフェで食事をしながら楽しい歓談の

一時を過ごしました。 

 
礼拝堂での例会の様子 

 
 
 
 
 
 
 
        天国屋ｶﾌｪでのﾊﾟｰﾃｨｰの様子 

西宮クラブからは２０名(メン１４名 ﾒﾈｯﾄ

６名)ゲスト１５名 計３５名の参加で、会長

主題にもありますとおり参加者は好い交わり

がもて、エンジョイされたことと思います。 
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰﾅｰﾃで賀川督明氏の説明を伺う 

上内牧師はﾊﾞﾝﾀﾞﾅ･ｴﾌﾟﾛﾝ姿でご奉仕して下さった 
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浅 野 純 一メン 

 ８月５～８日までの４日間にわたって、パシ

フィコ横浜で開催された国際大会に参加しま

した。会場は「みなと未来」の中心となる施設

で、横浜で最も人気のある会議場です。メイン

会場の大ホールのテラスからは横浜港の美し

い景色が見わたせました。１１月にはＡＰＥＣ

が開催されるという、横浜では最高クラスの会

場です。 

 
フラッグセレモニーの最後に日本国旗が入場 

 大会で最も有意義に感じたのは国際交流で

す。開会式のフラッグセレモニーで入場する多

くの国旗に、またこの極東の日本に多くの国か

ら多数の参加いただいたことに感激しました。

この国際大会に海外から参加された方々は、ア

フリカ６カ国、アジア１０カ国、ヨーロッパ８

カ国、北アメリカ２カ国、南アメリカ２カ国、

そしてオーストラリアから約３５０名（ＩＹＣ

除く）です。なお、わが国からの参加者は約９

００名です。 

 

 

 私個人にとっては２・３日目の晩餐会が有

意義なものでした。２日目はホテル側の手違

いからからか食事の量がかなり少なく、不満

が会場を渦巻いていたのですが、私個人とし

ては同席したフィリピンの方と大いに交流

でき、楽しい会となりました。メインの３日

目の晩餐会はＵＡＥのドバイの方と同席し

ました。このお二人の方々からはミニバナー

などを頂きました。今年広島で行われた３ク

ラブ合同の昼食会で長井メンがタイで仕事

をされたときに、予告もなしに地元のワイズ

メンズクラブの会に参加され大歓迎された

ことを話されていました。メンのお話でワイ

ズメンズクラブは国際的な組織の良さを思

いましたが、この晩餐会を通じて改めて国際

的な組織にいることの喜びを感じました。 

          大会で少し物足りな 

          かったのは、テーマ 

          の「環境問題への取り 

          組み」です。 

           環境ジャーナリスト 

          の枝廣淳子氏が基調講

演をされたのですが、 

          次の点を指摘させて頂

きたいのです。 

環境ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ枝廣淳子氏 

(1)ＧＤＰにかわる、人々が追求すべき幸せ

度を持つべきとのお話です。ＧＮＷ（Gross 

National Welfare）ともいうべきものでしょ

うか、それはわかるのですが、では何を指数

化すべきなのか、それを聞きたかったのです。 

(2)江戸時代のような自然の循環システムの

中での生活を話されました。しかし、文明化

された現代からどのように引き戻すのでし

ょうか。約半世紀前の私の子供時代のことを

考えると、生活ぶりは随分と快適になってい

ます。江戸時代に戻れるのでしょうか、環境
広島･西日本区大会から折鶴５万羽が届けられた 
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問題は本当に難しい問題です。 

 それにしても、横浜のクラブの方々を中心に

大会を運営された方々は大変でした。横浜のエ

クスカーションでは至る所で案内頂きました。

このことは、ほんの一端です。横浜つづきクラ

ブの方々は、１０日も前から午前まで準備が続

き、「自分の体がどこにあるのかわからないく

らい」と言われてました。 

 
 火男は小野ワイズ！岡目ちゃんは誰？ 

  最後に最近のニュースに、楽天やユニクロで

は数年のうちに社内公用語が英語すると、また

パナソニックが人材の採用を国際化するとあ

りましたが、大きなショックを受けました。こ

の国際大会でも英語が満ちあふれた大会でし

た。国際化は止めようにもできません。すべて

英語での講演、報告、挨拶が続くなか、広島ク

ラブの赤羽メンが日本語で話されたのは何か

ほっとしました。今後の日本はどうなるのでし

ょうか、考えさせられました。 

 

 
2011~12交流事業主任 廣瀬一雄メン 

   
 ８月４日から横浜で開催されました第６９回

国際大祭にメネットとともに参加いたしました。

その報告は浅野直前会長と小野直前区事務局ス

タッフにお任せしまして、ＩＢＣの締結につい

てのご報告をさせていただきます。 
 思い起こせば、２年前のデンマーク・ヘアニ

ングでの国際大会懇親会場で西宮クラブの御

隣りの芦屋クラブが南半球・オーストラリア

から参加のエチューカクラブとのＩＢＣ締結

の御話しをされていました。 

 
昼食会場での芦屋・エチューカクラブＩＢＣ締結風景 
その２年越しのアツい想いが横浜で実を結び

ました。クラブ会長も当時は柏原さん。そし

て今般は桑野さん。残念ながら英語でのメッ

セージは聞きそびれましたがお楽しみはこれ

からに、ということでこれからのブラザーク

ラブの活動に期待しております。 

 

 
≪号外第３版≫ 

小野勅紘０９－１０年度西日本区理事事務局 

「折りづるラン」第８便 

   いよいよ横浜国際大会が開会を迎えよう

としている８月５日の朝、横浜中央YMCAには

我が「折りづるラン」の大野勉ランナーとユ

ース達が集まっていました。ずっと広島から

共に祈り、共に走ってきた「折りづる」を携

えてランナーたちは１１時にスタート。軽快

に走ってきたランナーたちはパシフィコ横浜

の入口でＳＰに足止めを食らった。11月には

APECが開催され世界のVIPが集まるので警戒

を強化しているのか。大会関係者が駆けつけ

て説明しても、まだ疑念の眼差しは消えない。

本部に連絡をして何とか了解を得てランナー

たちは最後の歩みを再び始めた。幾分その情
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熱が失せたようであったが、大会会場玄関で待

ち受けるメンバーの熱気の歓迎でそういう杞憂

は吹っ飛んでしまった。 

 
大会の朝、横浜中央YMCAをスタートの折りづるランナーたち 

  ９５０キロを走り抜いて１２時３０分見事

なゴールであった。本当は「折りづるみこし」

と共に会場に乗り込むのが本意であったと思わ

れるが、飽くまでも「折りづるラン」は大会を

盛り上げるための脇役に徹して控えめのゴール。 

 

  国際大会会場にゴールした折りづるランナーと仲間たち 

それは特に西日本区と東日本区の持てる力

の結集であり、見事なコラボレーションであっ

た。「折りづるみこし」と共にきっと世界のメ

ンバーに平和の意義を確実に訴えることが出来

た。会場に配置された「折りるみこし」の折り

づるたちは大会終了後、世界の参加者に各国に

持ち帰って頂き、更に平和の使者としての使命

を果たしてくれることでしょう。 

  折りづるランナーの大野メンたちは、大会

中も毎日４時３０分にスタートしてついに東京

は日本橋まで走り抜き、東海道をも制覇しま

した。折りづるランナーの大野勉さん、また

各地で伴走、併走、出迎えにとご支援下さっ

た西日本区、東日本区の皆様、９８５キロお

付き合いいただきありがとうございました。 

  

お江戸日本橋にゴールの折りづるランナーと仲間＋お巡査さん 

 

新新シシリリーーズズ  

神戸ＹＭＣＡ創立１２５周年記念事業を成功させよう 

 
 
（その２） 

１２５周年記念事業実行委員長    

 
１２５周年に際し活動の原点を振り返るため、

前回より神戸ＹＭＣＡ１２５年の先達の偉業

をレビューすることとしました。 

第二回は初期の体育事業についてです。 

 神戸ＹＭＣＡが本格的に体育活動をそのプ

ロジェクトに組み込むことのできたのは、各

種のインドアスポーツを可能にする体育館の

完成によります。念願の会館は、１９１３年

（大正２年）１月１１日に生田区下山手通に

て献堂されました。 

バスケットボールがＹＭＣＡにより日本に初

めて紹介された（場所は未詳）ことは周知の

ことですが、他にバレーボール、インドアベ

ースボール、ハンドボール、器械体操、スプ

長井 慎吾メン 
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リングボールド、亜鈴、インディアンクラブ、

柔道、剣道の紹介、その後、ダンス、卓球、バ

ドミントン、デンマーク体操など、神戸におけ

るスポーツの紹介と普及に尽力しました。 

元総主事の古谷武雄氏によると、初期の体育事

業には幾つかの働きの意味があったと述べてい

ます。その一つは、新しいスポーツの紹介・普

及のため、ＹＭＣＡが国際団体であるという一

つの利点を活かし外国から有名な指導者が多く

来神し指導したことです。二番目は、体育館に

よりスポーツを年間を通して、又、昼間だけで

なく夜間も楽しめるようになり、勤労者などに

もスポーツ愛好の層が広まりました。三番目は、

女性に向いたスポーツを盛んに取り上げたこと

です。四番目は、体育館に付属して風呂やシャ

ワー、ロッカーを作り、スポーツと衛生思想が

結びつくといったところに特徴としての働きが

ありました。体育部の活動により、ＹＭＣＡの

役割が広く知られるに至り、キリスト教を身近

に感じさせることになりました。（神戸とＹＭ

ＣＡ百年より） 

 ＹＭＣＡが国際団体であるという一つの利点

を活かし、当時の神戸に有益なインドアスポー

ツを普及させた点は、現在にも通じる道がある

と思います。日本より優れた世界の“なにか”、

現在の社会に有益となるなにかをＹＭＣＡの国

際ネットワークで普及させることは未来に向け

て考えていく指針であると思いました。 

 

 
              小野 勅紘メン 

 西日本区のお役目も無事終了し、身軽になっ

たので、昨年に引き続き、ＤＢＣの近江八幡ク

ラブ納涼例会に今年も参加した。８月２１日

（土）の夕刻、会場は昨年と同じ琵琶湖カンフ

ァレンスホールの中庭。昨年と違うのは、昨年

は生憎の雨天でせっかく皆さん練習を重ねたフ

ラダンスのお披露目が座敷であったのが、今

年は月影も見目麗しい晴天であったこと。昨

年に引き続き２匹の河童？に今年はもう１匹

（京都銀行支店長とか）が加わって花？を添

えたのは同じであった。 

 ホテルの中庭に設えたＢＢＱに舌鼓を打っ

て、いよいよフラダンスのお披露目開始・・・

というところで、後ろの方で何かが倒れる鈍

い音がした。急いで駆けつけるとさっきまで

写真撮影にゴミ回収にと甲斐甲斐しく世話を

されていた廣野メンであった。 

 近くにいた浅野メンが介抱に当たる一方、

幸いにも医師である堀江メンが付き添って対

応された。緊急連絡した救急車が中々来ない。

２０分位して救急車が到着して廣野メンは堀

江医師の適切な対応で意識を戻して堀江医師

が付き添って搬送された。 

 さて一時待機していたフラガール達が勢ぞ

ろいして、華々しくフラの夕べが始まった。

夜目にも鮮やかな衣装（３回お色直しをされ

た）に夏の一時の清涼感に酔いしれた。 

 

最後は全員で踊り狂ってフィナーレとなった。

びわこ部から彦根、草津、長浜クラブやゲス

トが参加。DBC の西宮クラブからは浅野、廣

瀬、小野の３名が参加した。その後の知らせ

では緊急搬送された廣野メンは回復して無事

退院されたとの報に安堵しました。今年の夏

は例年になく熱さは格別でした。 

近江八幡クラブの皆様お疲れ様でした。 
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西宮･宝塚ＹＭＣＡリーダー会 大澤
おおさわ

 貴志
たかし

 さん 
西宮ＹＭＣＡではこの夏、キャンプに全力を注
ぎました。様々なロケ地で、メンバーと色々な
プログラムに挑戦しました。前日に用意してお
いた仕掛けを翌日、他のグループよりも少し早
起きして虫が集まっているか見に行ったグルー
プや、カヌーで余島を一周したグループもあり
ました。夏のキャンプでしかできない経験を沢
山できたと思います。そしてキャンプといえば
キャンプファイヤー!!みんなで一つの炎を囲み
ゲームをしたり歌を歌ったり。ずっと続けばい
いのに…と言っていたお友達もいました。 
しかし、西宮ＹＭＣＡの夏はお泊りのキャンプ
だけではありません！４日間に亘って別のロケ
地でいろんな遊びをしたサマーデイキャンプや、
阪神自立の家もありました。初めて出会う友達
と同じ場所で同じ遊びをする、メンバーにとっ
ては新鮮な体験だったかもしれません。海、川
などで水に浸かって遊ぶ機会が多かった８月、
気温が非常に高く、熱中症を心配していました
が、そんなリーダーの心配をよそに、メンバー
は計り知れない程元気でバシャバシャと水と遊
んでいました。中には少し高い飛び込み台の上
から勢いよく川に飛び込む子どももいました!! 
知らない所で寝る不安な気持ちを学んだり、７
年間土の中で眠っていた蝉が羽化する様子を見
て生命の偉大さを知ったり、普段何気なく飲む
お茶が暑い日差しの中で飲むと、素晴らしくお
いしいことに気づいたり。三者三様ではありま
すが、この夏、子ども達は様々なことを学び、
一回り大きくなって、そして真っ黒焦げになっ
て帰ってくることができました。お帰りなさ
い!!  
最後にワイズの皆様、今年も無事８月のキャン
プを成功させることができました。ご支援あり
がとうございます。またこれからもよろしくお
願いします。 
 
 
 
 
 
 

西宮ＹＭＣＡ 三島浩司メン 

８月初め、横浜で行われたワイズメンズクラ
ブ世界大会に参加する機会を得ました。一番
印象深かったのは、欧米ではなく、アジアや
アフリカからの参加者が多かったことです。
中でもインドのメンバー数が一番多いという
のは驚きでした。新しい世界の動き、波を肌
で感じることができ、実り多い４日間でした。 
さて、この夏も神戸ＹＭＣＡでは様々なプロ
グラムが行われ、多くの子ども達やリーダー
達にとって想い出の多い夏になったと思いま
す。西宮ＹＭＣＡのスタッフ、リーダーが引
率、運営を担ったプログラムの様子をいくつ
かご紹介いたします。 
８月７日から９日の２泊３日、余島海のキャ
ンプが行われました。このキャンプは余島セ
ンターを利用したキャンプで、参加メンバー
７５名、引率リーダー１８名と大所帯のキャ
ンプでした。虫捕り、アーチェリー、カヌー
（カヌーで余島一周に挑戦したグループもあ
りました。）などを楽しみました。高学年は
テント泊も経験することが出来ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８月１９日から２１日の２泊３日、ワイズメ
ンの皆様にも応援をお願いしておりました家
島フィッシングキャンプでは、６８名のキャ
ンパーに、１８名のリーダーで釣りにチャレ
ンジして来ました。釣果は、ふぐ、カワハギ、
タイ、ベラなどを釣り上げたようです。今年
新たに「サマースクール」から「サマーデイ
キャンプ」に名称と内容を変えたプログラム
では、８月２日から５日、８月２３日から２
６日の２クールで述べ１２０名余りの子ども
達と３０名余りのリーダー達が参加し、淡
路：岩屋での海水浴、仁川での川遊び、芦屋
でのカヌー、神戸空港島での磯遊びなどを楽
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しみました。この他、ＹＢＢ（ユースバスケッ
トボール）の全国ＹＭＣＡ大会が８月１９日か
ら２１日の２泊３日、三重県で行われ、西宮か
らは１３名の子ども達が参加しました。また、
８月１７日から１９日には、明石で中日本ＹＭ
ＣＡサッカー大会が行われ、西宮から１２名の
メンバーが参加しました。いずれも入賞は果た
せませんでしたが、一人一人の子ども達にとっ
ては大切な心の宝物となる「大会」だったよう
です。 
西宮市との協働については、８月１７日から２
０日に、西宮市ぜんそく児キャンプが余島で行
われ、３４名の子ども達がアーチェリーやキャ
ンプファイヤー、つり、磯遊び、ナイトハイク
などをして余島の夏を満喫していたようです。
また、用海の学童保育は８９名中８４名が、浜
脇の学童保育も１３９名中１３２名の子ども達
がそれぞれ１泊２日のキャンプに参加し、虫捕
りや川遊び、キャンプファイヤー等ＹＭＣＡの
キャンプを楽しみました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この他、サポートクラスの子ども達は能勢で１
泊、余島で２泊と２本のキャンプが行われまし
たが、延べ５５名のメンバーが参加しました。
アトリエでは、六甲山ＹＭＣＡでデイキャンプ
を行い、７ファミリー、３０名余りのご家族が
楽しい一日を過ごされました。今年は例年にな
い暑さが心配でしたが、いずれのプログラムで
も大きな事故もなく、元気に過ごすことが出来
たことを神様に、そして、支えてくださった全
ての方々に感謝したいと思います。 
この秋はまた、ファミリープログラム、カーニ
バル、チャリティーランと大きなプログラムが
続きますが、ご支援よろしくお願いいたします。 
 

人事異動 
８月末日をもって、栗田康二さん（三宮ブラ
ンチ・主事職）が退職されます。今後のご活
躍をお祈りいたします。 
 
今後の予定 
１）秋の幼稚園・保育園運動会 
   西宮ＹＭＣＡ保育園  ９月１８日(土) 
   ち と せ 幼 稚 園  ９月１８日(土) 
   西神戸ＹＭＣＡ幼稚園  ９月１９日(日) 
   Ｙ Ｍ ＣＡ保育園 １０月 ９日(土) 
   西神戸ＹＭＣＡ保育園 １０月 ９日(土) 
※是非お近くの幼稚園、保育園の運動会をご
覧ください。西宮ＹＭＣＡ保育園は森具公
園にて行います。 

 
２）秋のバザー・カーニバル 
  西宮Ｙカーニバル １０月１７日(日) 
  学園都市Ｙわいわい祭り １０月１７日(日) 
  三宮Ｙ国際バザー １０月２４日(日) 
  西神戸Ｙ幼稚園バザー １０月３０日(土) 
  三田Ｙ地域オープンカーニバル １０月３１日(日) 
※六甲部各クラブがそれぞれのバザー・カ
ーニバルでご奉仕くださいます。是非お
出かけください。 

 
３）第２３回チャリティーゴルフ 
  日 程：１０月２０日(水) 
  場 所：キングスロードゴルフクラブ 

（三木市吉川町前田） 
参加費：20,000円（予定） 
申 込：神戸ＹＭＣＡ本部事務局へ 

TEL：078-241-7201 
 
４）西宮ＹＭＣＡファミリープログラム 
日 時：９月２３日(木･祝)10:00～16:00 
場 所：甲山森林公園 

   参加費：高校生以上1,500円、小中生500円 
幼児以下無料 

   申 込：西宮ＹＭＣＡへ電話にてお申込下さい。 
TEL：0798-35-5987 

� 今回は、炊き込みご飯とホイル焼きに挑戦し
ます。ぜひご参加ください。 

 

三 島 浩 司メン（保育園園長）
（西宮ＹＭＣＡ保育園だより8月号より）

８月の主題：たのしむ 
今年は例年になく雨の多い梅雨でしたが、梅雨が明ける

と今度は例年にない暑さ。この星は大丈夫だろうかと、

本当に心配になってします。そのような中でも、子ども



   ９

達はプールで元気一杯、水と戯れたり、セミや抜け殻、

トンボなどを見つけたりして毎日の生活をたのしんでい

るようです。先日のキャンプでは、すみれ・ゆり組の子

ども達が、キャンプ場の自然の中で見つけてきた葉っぱ

や枝、木の実など様々なものを小さな板に貼り付けて素

敵な思い出作りをたのしんでいました。つい最近には、

いちごやぶどうが入ったパックなどを使って「造船」を

たのしんでいました。子ども達はどのような環境の下で

も自分達の「たのしみ」を見つける天才のようです。そ

して、発見した「たのしみ」を大人が思いつかないよう

な発想でどんどん膨らませ、「大きなたのしみ」をたく

さん持っています。先日、ある番組で中国の「切り絵」

名人が紹介されていました。一枚の紙から作り上げられ

る作品のすばらしさに本当に驚きました。どんなにすば

らしい切り絵でも、元の紙の大きさを超えるものにはな

りません。けれども「貼り絵」であれば、紙を貼り足し

ていけば限りなく大きくすばらしい貼り絵を作ることが

出来ます。 子ども達が、心から毎日の生活や遊びを「た

のしむ」ことが出来るよう、「切り絵：規制」型ではな

く「貼り絵：提案」型の関わりが出来るよう心がけて行

きたいと思います。２０１０年８月２６日は、マザー・

テレサの１００回目の誕生日です。マザーは、世界中の

病や孤独など、様々な困難な状況にある人びとのために

奉仕されました。マザーが残された言葉の中に「この世

の最大の不幸は、貧しさや病ではありません。だれから

も自分は必要とされていないと感じることです。」とい

う言葉があります。 ある時、イエス様のところに病に

苦しむ人々が大勢集まってきました。この時、イエス様

は大勢の病を一斉にいやすのではなく、「一人一人に手

を置いて」いやされたのです。「大勢の病人」ではなく、

「病人の一人一人」をかけがえのない存在としていやさ

れたのです。子ども達一人一人がそれぞれのたのしみを

たのしむことを願っています。 
８月聖句：イエスはそのひとりひとりに 
         てをおいていやされた。 
                    （詩篇９２章２節） 

 
楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチーム

LOVE代表ひがしの ようこさん 

音を重ねる日々は心を重ねる日々に －  
4６  
今月もお休み  濵 浩一メン 

ワイズニュース  馬場 一郎 会長 

１．９月例会は神戸YMCA総主事、水野雄二さ

んをお迎えします。私たちワイズメンが

YMCAに対して何ができるのか、何を期待

されているのか、考えるひと時になれば、

と思います。ぜひご出席ください。 

２．第9回 六甲部会、9月11日、よろしく

お願いします。 

３．中部部会の案内が届いております。 

  日 時：2010年10月2日（土） 

      13：00～17：00 

  場 所：金沢ニューグランドホテル 

  登録費：10,000円  

  講 演：「元気ですか、中部」  

      京都パレスクラブ 

         大野 嘉宏氏 

４．「STOP HIV／AIDS」5年間の報告 

「エイズで学ぶ」配本 

  09－10年度地域奉仕・環境事業主任 遠

藤通寛氏より、ワイズメンズ国際協会の

UGP（国際統一事業）「STOP HIV／AIDS」

事業5年間にわたる事業の活動報告が送

られてきました。クラブ全員分はありま

せんが、9月例会でご紹介いたします。 

 

 
 
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラブ会計 足立 康幸 
岩田 健司 

西宮クラブ本年度、上期会費納付時期となって

おります。まだ納付されていないメンバーは下記

の口座へ振込下さい。宜しくお願い致します。 
           記 
  振込先  三井住友銀行 夙川支店  
普通預金口座番号 3230220 
西宮ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 山口政紀 
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（俳句）    山野 直行（小野勅紘） 
・原爆忌 折り鶴千に 間に合わず 
（今年の西日本区大会は広島で開催され、平和を希求するワイズの 

願いとして千羽鶴を折って「折りづるみこし」に飾ることであった。とこ 

ろが私は折角コンビニや１００円ショップで折り紙を買いながら、私は 

ついに千羽鶴を折ることが出来ませんでした。皆に呼びかける立場 

の理事キャビネットがそれではなさけないと思いながら、折り紙は今も 

かばんの底に眠っているのです。トホホ・・・） 

 

・濵に来て 折りづるランを 出迎えリ 
（１月１７日にスタートした折りづるランをずっと支援しえきた。土佐堀から 

京都を経て草津まで来たところで西日本区も追い込みの時期になって追 

いつけなかった。その間折りづるランナーの大野メンはずっと走り続けてとうと 

う箱根越えまで来たところで合流し、パシフィコ横浜で出迎えることが出来 

た。大野さんお疲れ様でした。やり抜く強い意思に乾杯いや完敗です。） 

 

・大井川 誘（いざな）ふ舟は 夏帆白�
（折りづるランをサポートしている中で東山荘に駆けつける車中、大井川こうに差し掛かった

ところ、白い帆の舟が誘っていた。ここも折りづるランナーは走 

り抜いていったのかなあ、と感慨がありました。もうすっかり夏の色になっ 

ていた。） 

 

・舞阪の 泥（なず）む白洲に 夏の鳥 
（折りづるランを追い掛けて舞阪を越えた。川の白洲の中に夏の鳥が羽 

を休めてた立たずんでいた。夕日がまぶしく西の山に沈みかけていた。） 

 

 

 

 

 

 

ファンド委員長 濵 浩一メン 

いよいよその時期がやって参りました。例年通

り北海道十勝産じゃがいも（農林３１号男爵改

良型）2,200円/箱とかぼちゃ（栗かぼちゃ）2,800

円/箱です。到着は10月8日（金）の夕方に我

が家です。配達は9日（土）と10日（日）です

ので、ご予定下さい。このファンドプログラム

は会員全員のご協力が必要で、最低、一人10箱

はお願いしていくと役員会にて決定されました

ので、是非ご協力を宜しくお願い致します。 

 宅配便の送り状は今週中（9/4迄）に西宮YMCA

に届けて頂くようにしましたので、9/6 以降必

要枚数を取りに行き、宅配便の数量を事前に私

まで連絡し、10月1日までに記入を済ませ西

宮 YMCA(三島ワイズ)まで持参するようお願

い致します。尚９月例会時には概数のご報告

をお願い致します。 
                    

 
                小野 勅紘メン 
〔新子安〕→→→→→→→→→〔神奈川〕 
《京急生麦》歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩《ＪＲ横浜》 

日本橋～横浜：２７．３km、１７時間 
・生麦～横浜間：３．７km、3時間 

東海道五十三次行脚も３年目、５回目になる。（最

初の 1 回目 2007 年はコース間違いで再挑戦し、実

際は４年目、６回目）  

今年２月に新子安まで歩いて以来、前回立ち寄

れなかった「生麦事件」の現場の確認のリベンジ

でもあった。  この日７月２５日は、横浜中央

ＹＭＣＡで折りづるランナーの大野勉さんを出迎

えるために横浜に向かう。前日は毎年恒例の「鱧

の会」があり、夜行バスでの東行となった。「鱧

の会」は「ラン栽培の人」でもあった西宮クラブ

の故堀川吉彦先輩が初めた会で、直前会長の慰労

会として当時会長自らが始めた会である。今回は

直前会長の浅野さん、六甲部直前部長の山口さん、

六甲部直前メネット主査の濵美智子さん、そして

西日本区事務局の私もその対象で外せなかった。 
安価に寝て横浜まで行けると乗車したが、後の輩

が椅子の背もたれに足を乗せるので、結局朝まで良

く眠れず横浜駅に到着した。 

  大野メンの出迎えの１２時迄に時間があったので、

生麦事件の確認もあり、前回終了地点の新子安から

１駅戻って、生麦駅から歩くことにした。どうやら前回

は東海道を間違っていたようで、本来の東海道は国

道を約２００ｍ位南の寂しいところにあった。 

江戸時代の生麦村は海岸に面していて、生麦事

件の現場は現在は民家で、表示板が貼り付けてある

だけであった。 
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東海道を更に西に進み国道１５号線と合流する地点に

「生麦事件の慰霊碑」があった。明治１６年になって当

地、鶴見黒川荘の有力者が建立したとあった。  その

敷地一帯はキリンビール生麦工場で、生麦とビールと

は洒落込んだものだと感心しきり。このキリンビール生

麦工場が、横浜国際大会のエクスカーションにもなって

いて、何とグッドタイミングなことか。 そんな生麦で感

慨に耽けり、炎天下の東海道を汗拭き拭き、神奈川宿

「横浜」に到着。 

生麦事件 
事件はアーネスト・サトウが英国から日本に着任した６日後に起

こった。生麦事件とは１８６２（文久２）年９月１４日（旧暦８月１４日）に

薩摩藩藩主代行の島津久光公の一行が生麦村に差し掛かったと

ころ、英国人商人リチャードソンら４人がその列に馬で横切ろうとし

た。それに立腹した薩摩藩士が「無礼者」と切りつけてリチャードソ

ンが殺害された事件である。当時の日本人も外国の様子をよく知

らず、また外国人も日本の礼儀をよく知らないで起きた事件であ

る。薩摩藩は非は相手にあるとして認めなかったが、時の幕府は

英国に賠償金を支払った。薩摩藩はそれを頑として拒否したの

で、事件は薩英戦争に迄発展した。その後事件は長州を巻き込み

長州戦争にも影響を与えた。その仲を取持ったのが今時の人の坂

本龍馬で、所謂「薩長連合」がなり、それが明治維新にもつながっ

たのであるから、歴史は何が幸いするか分からない。そんな引き

金になったのが生麦事件である。 

当時の生麦村 

リチャードソンの遺体  

≪東海道五十三次ワイズ栗毛行脚全行程≫ 
１．2007.3.4(月) 日本橋―品川 ７．８km 
２．2008.3.3(月) 日本橋-品川 ７．８km 
〔前回コースを間違って同じコースを歩く〕 
３．2009.3.25(水) 品川-梅小路 ７．５km 
４．2009.8.14(金) 梅小路-鶴見 ５．８km 
５．2010.2.21(日) 鶴見-新子安 ４．０km 
６．2010.7.25(日) 生麦-横浜 ３．７km 

 合計 ２７．３km  （実歩行距離３６．６km）     

 
             EMC委員 小野 勅紘メン 

  今年度は西宮クラブのEMC事業を担当す

ることになりました。前年度まで岩田メンが

ご苦労された後ですが、広報事業と併せて、

地道な活動で一歩一歩積み重ねたいと思いま

す。 

１．西日本区の現状   

一昨年まで順調に増やしてきた西日本区の

EMC 活動は、前期首１７３６名と最近では久

しぶりに増員され２０００も近いと思われた

が、今期期首はどうしたことか１００名減の

１６３２名となった。特に九州部と京都部の

減が目立ちます。 

２．六甲部の現状 

  一方、我が六甲部も一時１５０名を越え

て安定していましたが、前期１４９名から７

名減の１４２名からのスタートになっていま

す。 

３．「ワイズ読本」と「ワイズ必携」に見る

EMC 

  EMC には小堀理論が引き合いに出て、

「奉仕」の前には、まず「親睦」ありきと言

われ、親睦のないところには奉仕も芽生えな

いと言われています。（ワイズ読本Ｐ.27、ワ

イズ必携Ｐ.６1） 

本当にそうでしょうか。かつて検証された事

実がワイズにはないように思われます。一昨

年ワイズのテキストに「ワイズ読本」が発行

され東日本区から小山正直、西日本区から井

之上温代、岡本尚男、澤田賢司、守田富男、

山口貴也の各メンが貴重な体験談を披露され

ています。皆さんの体験的資料も参考に活動

したいと思います。 

  しかし、こういった土台となったデータ

は「ワイズ必携」Ｐ.１３３のＭＣ-FISH BONE

（元国際書記長イングヴァー・ワリン氏作成、
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山川一郎氏日本語訳）ではないかと思われます。

その基本は①「会員の勧誘には動機付けが必要」

で、その前提は②例会の充実、③YMCAとの協働、

④人柄で友を引き付けるためには、まず自分自

身の人間性を高揚させること、そして⑤重点目

標として青年と女性にアピールし、⑥キリスト

教を基盤として、⑦共に汗をかく奉仕活動を展

開することとあります。この中で⑤の重点目標

には東日本区の小山メンが「ワイズ読本」で高

齢化社会の到来でベビーブーム年代（Ｓ２２年

―２５年生まれの６０歳―６３歳）の定年後の

社会参加のリニューアルに生かして欲しいとあ

ります。  

４．EMC2000推進チームの働き   

EMC 事業のワイズ小委員会として、２０００

推進チームが発足して５年。勢力的な活動を重

ねて来ても中々２０００には届かないところに

は毎年その計画と成果に対する検証作業が積み

重ねてられてないのではないかと思われる。掛

け声だけではなく、実際に裏付け（動機付け）

となる検証が必要ではないかと思われます。      

５.一人が一人を連れてくるEMC活動 

３年前私が会長時の８月、第２回４クラブ合

同納涼例会に合わせてEMC シンポジウムを実施

しアンケートを行いました。その結果出席者の

内、私を含めて２/３のメンバーが今まで会員を

勧誘してスポンサーになったことがなく、わず

か１０％の方（５名）が５名以上をスポンサー

したことになっているという事実が判明しまし

た。その結果、私は結論として「１人が１人を

連れてくれば、今の２倍になる」としてそのア

ンケート結果をEMC 事業委員会に報告しました。 

今年の横浜国際大会で１０年の長きに亘って

尽力されたローラン・ダルマス国際書記長が退

任されて、東日本区東京センテニアルクラブの

西村隆夫メンが新国際書記長として９月に着任

されることになりました。ダルマス・ローラン

氏が退任報告の中で奇しくも「一人が一人を連

れてくる活動」が今後必要であると締めくく

っておられたのが印象に残っています。 

今年からそういったことを念頭に入れて少

しでもその活動の端緒に付けることが出来れ

ば幸いであると思っております。毎月EMC活

動の実態を皆様に報告し、ご協力をお願いし

たいと思います。皆様のご支援をお願いした

します。 

 

編集後記 ブリテン委員長 山本 常雄  

今月号は国際大会もあり、報告事項がたくさん 
ありまして目標ページ数(８ページ)を大幅に超 
えてしまいました。 
次月よりできるだけ目標ページに纏めたいと考 
えておりますので、要領よく纏めて原稿にして 
頂けますよう、ご協力を宜しくお願い致します。 
 
※ ブリテン原稿の締め切りは第一例会翌週の 
  金曜日とします。また役員会で報告数値の 
  再確認をしてＨＰに掲載します。 
 
※ 我がクラブも震災前には会員数３７名の 
  大きな所帯でありましたが、震災を期に 
  半減し､その後多少増員はしたものの概ね 
  半減状況が続いております。 
  入会候補者は１０名前後居られると思われ 
ますので、体力のあるうちに具体的な策を 
練り、ＥＭＣ活動を展開･実践して行きたい 
ものだと思います。 
 
※ BFやニコニコのポイント、切手の目方を 
毎月掲載致しますので、例会ごとに切手を 

持ち寄るようご協力をお願い致します。 

  


